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マイクロブログは世界的に普及している。日米では Twitterが最も一般的だが、中国で

は国産のマイクロブログ（「微博」）が広く利用されている。これまでの調査結果では、利

用者が個人的なやりとりのためにマイクロブログを利用している様子が報告されているが、

一方でメディア研究者はマイクロブログを自由な発言を促し、社会変革をもたらすメディ

アとみなす傾向にある。そこで、本研究では一般市民を対象とした質問紙調査（ウェブ）

を行い、彼らがマイクロブログをどのようなメディアとしてとらえ、利用しているのかを

明らかにした。調査結果によると、利用者は主に考え方や日常生活を記録するため、また

情報を入手するためにマイクロブログを利用し、最も多くやり取りをするのは知人や周囲

の人である。マイクロブログは既存のメディアと比べ、利便性が高く、情報の伝達速度が

速いほか、話題が身近になるという点をメリットと感じている。一方、流言や噂が多い、

情報が整理されていないといったデメリットも顕著になっている。回答者の 6割は投稿が

削除されるあるいは公開を禁止されるといった処分を経験しているが、多くの人々は発言

が処分されることを仕方のないことだと受け入れている。これは、処分を受けた経験の有

無やマイクロブログの利用頻度とも関係しない、中国の一般市民の全体的な傾向である。 
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